
青梅上成木ふれあいの森活動報告書 

（定例・自主・グリーン・その他）           

２０１８年４月２２日 

田 代 会 長 殿 

運営委員・会員 各位 

活動責任者 前田清治 

報告書作成者 前田清治 

活 動 日 

201８年４月２１日（土） 天候 快晴 

田代 尾上 永山 吉井 江藤 

荻島 石川 前田  計8名 

順不同 

活動目的：間伐 

活動スケジュール 

８：３０ 東青梅駅集合 

８：５０ ミーティング・資器材準備 

９：２５ 準備体操、カラ沢から入山 

１０：１５ ワープ新道とやまびこ道合流地点の広場エリア間伐開始 

１３：３０ 下山開始 

１４：０５ 下山完了      

１４：３５ 道具清掃、解散 

車提供：荻島・江藤 

  

活動内容 

記事 

１ 探しても小さな雲一つ見えない快晴、山の木々も芽吹き新緑を堪能しながら間伐地点へ、午前中は

順調な間伐も昨日の青梅市最高気温27.8度(新聞報道)で暑さに体が順応しないのと予想以上の傾斜地

での活動で午後になると疲労感がみられ、集中力の欠如など安全を考え早めに活動を終了しました。 

  下山後にワラビ採りに行く元気ありませんでした。 

２ ヒヤリ・ハット 

  谷側に重心が傾いている幹回り６８ｃｍの杉に、けん引ロープを設定、受け口切りを同時進行、追
い口に鋸を入れている途中に杉が倒れ始めた。この時点で二人が伐倒、落枝危険区域内でけん引ロー

プの接続作業中であり、伐倒が隣接木に接触して伐倒方向が変わる。また、落枝による受傷危険があ

った。 

 ① 追い口はけん引ロープの設定が完了し、作業員が伐倒危険区域から離れてから鋸を入れること。 

 ② この様な危険を察知した場合は、大声で「倒れる、逃げろ」と知らせるともに、逃げる方向を具

体的に「山側に逃げろ・谷側に逃げろ」または、手招きなど大きな動作で逃げる方向を指示するこ
と。 

 ③ 「左に・右に逃げろ」の指示は、作業員が複数いる場合は各人の向いている方向で左右があり混

乱をきたすのみである。 

 

間伐作業 道作り作業・補修 自然観察 木工作業 交流活動 

６本（幹回り65～８２ｃｍ） ワープ新道階段新設 
 

 
 


